
※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 45,896,030 47,415,042 47,985,814 49,654,543 52,207,136平均値 71.9 71.2 71.8 71.4 71.2平均値 51.4 51.9 53.8 55.3 55.0

55,232,287 60,150,117

平均値 91.6 100.1 94.9 83.8 87.3

84.0 84.3 83.7 77.1 当該値 54,926,57457.5 59.0 60.7 57.2 当該値 83.9

R05 R06

当該値 199.4 175.9 161.5 235.9 361.3 当該値 55.5

R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06 R02 R03

55,163,709 55,115,000

22.2

2. 老朽化の状況

全体総括

　令和6年12月から、強みである周産期医療及び小児医療に特化した
専門医療機関として新たなスタートを切り、令和7年度以降は、統
合・再編前に比べて安定した患者数の確保が見込まれる一方で、人
件費の増加や物価高騰による経費の上昇が予想されるため、収支面
での課題も残る。今後は、経費管理の徹底と専門性を活かした診療
体制の強化により、経営の健全性と効率性の両立を図っていく。

R02 R03 R04 R05 R06 R02

65.6 平均値 20.2 20.2 21.1 22.014,926 平均値 63.4 61.3 61.4 63.457,103 平均値平均値 51,594 53,805 56,563 56,401

80.6 73.0 68.9 85.811,783 11,858 12,360 11,300 11,510 当該値

13,767 14,046 14,550 14,823

当該値 50,215 51,520 55,480 61,191 69,496 当該値

R04 R05R03 R04 R05 R06 R02 R03

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　令和6年度は、民間病院との統合・再編に伴い、診療科の縮小を見
越して患者受け入れを抑制したほか、廃止予定の消化器内科や眼科
にかかる患者には早期転院を推奨するなどの対応を行ったため、医
業収益が大幅に減少している。
　令和6年12月からは、当院の強みである周産期医療および小児医療
に特化した体制へ再編し、統合・再編の連携相手である府中病院か
ら妊産婦を受け入れることで、安定した収支の確保を目指してい
く。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 　令和6年12月の統合・再編に伴い、大規模な改修や新たな医療機器
の導入を行ったが、現在の建物は平成10年に建て替え、地域周産期
母子医療センターは平成22年に整備されたものとなっている。その
ため、施設全体の老朽度を示す有形固定資産の減価償却率は年々上
昇傾向にあり、令和6年度は改修や新たな機器の導入を行ったことで
昨年度より数値が低下したものの、類似病院の平均を上回ってい
る。また、器械備品の減価償却率も同様に平均を超えているため、
施設および器械備品の計画的な更新が必要であると考える。

R06 R02 R03 R04

22.0 21.1 20.9 20.8 18.999.3 当該値

平均値 64.5 63.8 63.4 66.7 68.5平均値 77.6 79.2 78.4 78.2 76.6平均値 80.7 82.3 81.5 81.4 79.8平均値 101.8 106.2 103.5 93.8 90.7

当該値 49.9 52.1 47.1 31.8 23.8当該値 69.9 74.6 76.0 63.0 55.978.0 80.0 67.4 57.1当該値 93.4 98.5 102.3 81.8 69.9

Ⅰ 地域において担っている役割
　当院は、民間病院との統合・再編に伴い、令和6年12月から周産期
医療および小児医療に特化した専門医療機関として新たにスタート
した。
　統合・再編前は、市民の健康を守る総合病院として地域医療に貢
献してきたが、統合・再編後は周産期医療と小児医療を当院が専門
的に担い、その他の急性期医療については新設の「泉大津急性期メ
ディカルセンター」が担う体制となっている。
　今後は、安心して出産や子育てができる環境維持に努め、引き続
き地域医療に貢献していく。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05

当該値 73.2

令和6 年度 - 年度 - 年度
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※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

72,762 19,313 非該当 非該当 ７：１ 79

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 22 対象 ド 透 未 訓 救 臨 輪 - - 230 【】

当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 200床以上～300床未満 学術・研究機関出身 その他 230 - - ■

経営比較分析表（令和6年度決算）
大阪府泉大津市　泉大津市立周産期小児医療センター

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
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経営比較分析表（令和6年度決算）
大阪府泉大津市　泉大津急性期メディカルセンター

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 300床以上～400床未満 学術・研究機関出身 その他 300 - - ■

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

指定管理者(利用料金制) 26 対象 透 I 訓 ガ 救 臨 が 輪 - - 300 【】

令和6 年度 - 年度 令和6 年度

- 284

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

72,762 30,531 非該当 非該当 ７：１ 284

Ⅰ 地域において担っている役割
　泉大津急性期メディカルセンターは、泉大津市立病院と民間病院
との統合・再編に伴い新設された病院である。令和6年12月に開院
し、泉大津市立病院が担っていた周産期医療及び小児医療以外の総
合病院としての役割を引き継いでいる。
　特色は、24時間365日体制で対応する「救急医療」、ロボット支援
手術を含む「がん医療」、そしてライフラインを72時間確保する
「災害医療」の三つとなっており、これらを柱として、市域の基幹
病院として地域の医療や福祉の向上に貢献していくことになる。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05

当該値 - - - - 78.4当該値 - - - - 78.9 当該値 - - - - 89.7当該値 - - - - 78.4

平均値 - - - - 85.2平均値 - - - - 92.8 平均値 - - - - 70.0平均値 - - - - 82.4

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　令和6年12月に開院したため、令和6年度の収支状況だけで経営状
況を判断することは難しい。ただ、開院後は入院・外来患者数とも
に徐々に増加傾向にあり、令和7年度の各種比率や病床稼働率は、令
和6年度より改善することが見込まれる。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 　令和6年8月に竣工したばかりの建物であるため、老朽化について
は問題視していないが、長期的な視点から適切な維持管理に努め、
建物を良好な状態で保っていく。

R06 R02 R03 R04

- - - - 38.158.2 当該値84,399 当該値

R04 R05R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 - - - -

- - - -- - - - 27,386 当該値

- - - -

当該値 - - - -

25.9

2. 老朽化の状況

全体総括

　泉大津急性期メディカルセンターは指定管理者制度を導入してお
り、管理運営は民間事業者が担っている。開院当初から新たな患者
獲得に向けたさまざまな取り組みを行うとともに、民間の強みを活
かした経費削減にも努めている。これにより、民間の経営ノウハウ
を生かした安定的な病院経営を見込んでいる。
　令和7年度を本格的な始動年度と位置づけ、収支の安定確保に一層
取り組んでいく。

R02 R03 R04 R05 R06 R02

58.7 平均値 - - - -18,102 平均値 - - - -63,076 平均値

R05 R06

当該値 - - - - 26.9 当該値 -

R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06 R02 R03

- - - 46,719,803

平均値 - - - - 56.5

- - - 0.0 当該値 -- - - 0.0 当該値 -

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 - - - - 51,975,936平均値 - - - - 71.9平均値 - - - - 59.3
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